
倒伏大→コンバイン速度減→
モミ水分高→乾燥時間多→コスト増

収穫作業中の倒伏状況把握 → 作業時間・作業可能面積に直結
→乾燥調製処理の効率化＝規模拡大のアタリがつく

倒伏判定システム
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盛土 切土
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アタリの検証 施肥設計のアレンジを結果を見て判断できる



小

大

ミルフィーユデータセット
農家の感覚と親和性の高いマップ

スマート基肥耕うん 肥沃度 倒伏度生育量 スマート追肥作土深
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⼩

⼤

GNSSデータと紐づけした
ミルフィーユデータセット

スマート基肥

耕うん

肥沃度

倒伏度

⽣育量

スマート追肥

作⼟深

1作で200以上のレイヤを創出
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スマート農業における知能化とは

農家が分かっているデータを可視化 ＝ 親和性が高

農家の知見と親和性の高いデータ
→ハンドリングしたくなるパラメタ
→スマート農業で必要なツールの開発・普及推進

現場でリアルタイムにOODAループを回しながら作業し
同時にデータベース構築
→持続的なデータ駆動型農業
→地域の現状に即した環境保全型スマート農業の実現
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